
 

 

 

 
    
 

本研究は、道が進めているユニバーサルデザイン道営住宅設計指針(UD指針)の策定と連携し、在宅介護に配慮 

した公営住宅の設計手法を検討することを目的としています。 
 
 

   今年度は、既設住戸実態調査およびユーティリティ廻りの検証実験を行いました。既設住戸実態調査は、近年 

建設された高齢化対応済の既設道営住宅に入居する要介護高齢者同居17世帯を対象に調査を実施し、在宅介護か

らみた公営住宅の問題点の把握と課題整理を行いました。 

   
ユーティリティ廻りの検証実験は、在

宅介護について課題の多いトイレを

中心に、UD指針の検討項目と標準プラ

ンを検証するため、三タイプの実寸モ

デルを設置し介助が必要な高齢者の

方などに実際に使用していただきま

した。その結果、トイレ前方空間を

1,000 ㎜とすることや、ユーティリテ

ィを可変とすること、動線上の有効幅

員1,200㎜とすることなど、表１の基

本仕様の有効性が確認され、図2のプ

ランを標準プランとしました。 
     
          来年度は、既設公営住宅の改修による介護に配慮した高齢対応手法や、UT可変の具体的手

法(可変パネルの仕様など)の検討を行う予定です。 

 
 
 
 
 
 
 
 

写真１ 介護者の同室就寝利用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                  図１ 在宅介護を視点とした公営住宅住戸課題                       写真 2 車いす常用者のトイレ 

 
  表1 UD設計指針の主な検討事項 

 
 
 
 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 標準プラン（採用案） 

 

 

 

 

 

            写真 3 検証実験風景          写真 4 要介助車いす高齢者 

公営住宅での介護に配慮した高齢対応に関する研究公営住宅での介護に配慮した高齢対応に関する研究公営住宅での介護に配慮した高齢対応に関する研究公営住宅での介護に配慮した高齢対応に関する研究 
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今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み    

 

●住宅内部の出入り口 

 車椅子やつたい歩き等でも安全に移動できる 

車椅子での移動に支障のない有効幅員の確保 

開き戸の採用（取り外し、開放での固定の想定） 

 

●寝室 

介護空間としての機能を確保する 

家族介護者の同室就寝、タンス、仏壇等の家具 

設置に対応した介護空間、就寝スペースの確保 

●トイレ 

 住み続けられるために最大限の個別対応を確保する 

個別の身体状況・利用状況への対応力の向上 

十分な車椅子利用スペース、介護空間の確保 

 

●住宅配置など 

上階の振動、騒音の問題を軽減する 

住宅の配置やプラン上の配慮 

住宅内の引き戸等の対応 

現在の仕様 

有効幅員 80 ㎝ 

(等級５) 

・開閉力の低減、開放を可能とする 

・ドアチェーン、インターホンなど 

の設置（使いやすいもの） 

現在の仕様 

有効幅員７５㎝(等級４) 

（実際には７５㎝未満 

となる例もある） 

・有効幅員７５㎝の確保 

・原則引き戸を採用 

現在の仕様 

内部有効幅 90 ㎝ 

多くは前方 50 ㎝確保 

Ｌ型手すり、コンセント

を設置 (等級 3) 

・壁パネルの取り外し等に 

より二方向（前方・側方） 

のスペースを確保 

・便座変更、手すり追加 

などの個別対応 

●浴室 

 自立入浴を中心に安全性、使い勝手を確保する 

 

 
現在の仕様 

1200 ㎜×1600 ㎜浴室 

浴室出入り・浴槽出入り・

浴槽立ち座り用手すり 

(等級 3) 

・本格的な介護入浴は 

外部入浴サービスの 

利用を想定 

・姿勢保持用手すり設置 

などの個別対応 

現在の仕様 

広さは六畳(8.32 ㎡) 

～新四畳半(９㎡) 

 (等級 2.3) 

・居間と一体的な利用で三

方介護の可能な空間を

確保 
続き間プラン、取り外し

可能な間仕切りの採用 

●住戸玄関 

 日常生活のアクセシビリティを確保する 

  自立歩行で安全・容易に出入りができる 

車椅子や歩行器の使用での外出にも支障がない 

日常の防犯・安全性の確保 

  不審者等への防犯と緊急時避難などの安全性の確保 

●屋外空間 

冬期間の安全性を確保する  維持管理の負担を軽減する  

共用玄関出入り口周辺などの  除雪作業を容易、草刈りを 

十分な除雪、凍結路面の防止  少なくする屋外計画、整備 

225 ㎜ 

有効開口幅 

850 ㎜ 

有効開口幅 

700 ㎜ 

 UT  

 UB  

1216(側方入り) 

 WC 

1085 ㎜ 

1200 ㎜ 

600 ㎜ 450 ㎜ 

洗濯機 

洗面台 

1240 ㎜ 
①トイレ 
・ 便器前方空間 
・ 便器側方空間 

 
 
 
 
   

②ユーティリティ可変の効果 
・ トイレの間仕切り撤去するこ
とでの車いす対応、介護対応の
状況 

 

 
 
 
 
 
 

③動線上の幅員 
・ 出入り口 － 850mm 
・ 通路幅員 － 1,200mm 

 
 
 
 
 
 
 
 

④プランによる使いやすさの違い 
・ ユーティリティの出入り口の
位置とトイレ、浴室の位置 

・ トイレの出入り口の位置（縦入
り、横入り） 

２ＤＫ  ２プラン 
２ＬＤＫ ２プラン 
３ＬＤＫ ２プラン 
 
 

1000 ㎜ 
便器前方空間 

便器側方空間 
600 ㎜ 

トイレの間仕切り 

を撤去 

1200 ㎜ 通路幅員 

1200 ㎜ 
通路幅員 

出入口 

出入口 
850 ㎜ 

850 ㎜ 
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